
１．はじめに

現在でも，百葉箱を使用した気象観測が数多く行わ

れている（安藤ほか，2003；伊藤ほか，1994など）が，

観測に使用している百葉箱の日本での歴史や現状につ

いて研究された事例は少ない．

日本における百葉箱に関する研究は，気象庁におけ

る百葉箱の技術的改良に関する研究がほとんどである

（荒井，1961；加藤ほか，1980；鈴木，1996；竹内ほか，

1982)．百葉箱の歴史に言及しているものは塩田（1996）

のみである．また，小学校をはじめとした理科教育に

おける百葉箱の利用方法に関する研究も少なく，教員

養成系大学における百葉箱を使用した授業方法を論じ

た榊原（2002）があげられる．さらに，外国における

百葉箱の歴史や現状に関する研究についても少なく，

Parker（1994）などがあげられる．

2002年７月より東京都は，東京23区内の小学校のう

ち106校に設置されている百葉箱を使用し，ヒートアイ

ランド観測を実施している（安藤ほか，2003)．筆者が

勤務する東京都環境科学研究所は，調査研究業務と同

時に普及活動に力を入れており，研究員による研究者

以外（小学生～一般）への研究内容の説明機会が多い

（週１回程度)．そのため，教育関係者からは百葉箱の

読み方やその歴史，設置方法について，また，教育関

係者以外（都民や百葉箱を使用したヒートアイランド

観測実施を検討している地方自治体職員）からは百葉

箱の設置方法，使用上の注意点について問い合わせを

受けている．しかし，日本における百葉箱の歴史や現

状に関する資料は少なく，十分な対応ができない状況

である．

そこで，本研究では，日本において観測測器を使用

した気象観測が始まった19世紀初頭から現在までを対

象期間とした百葉箱の歴史，特に百葉箱の日本への導

入，命名及び呼び方について調査した．ただし，日本

での百葉箱使用開始後，各地の気象官署で創意工夫さ

れた百葉箱（例えば，豪雪地帯で使用されている吊り

上げ式百葉箱など）の歴史については対象としなかっ

た．

また，教育現場における百葉箱の実態を明らかにす
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るため，教育現場での百葉箱の導入時期を調査すると

ともに，東京都のヒートアイランド観測を行っている

小学校の百葉箱を対象に，設置状況や使用状況につい

て調査した．

２．調査方法

本研究の調査は，百葉箱の歴史に関しては，文献調

査ならびに聞き取り調査を実施した．文献調査は，国

立国会図書館（気象庁分室含む)，海上保安庁水路部資

料室，東京都立中央図書館，財団法人教科書研究セン

ター附属教科書図書館，国立教育政策研究所教育研究

情報センター教育図書館，独立行政法人国立国語研究

所図書館，東京書籍株式会社附設教科書図書館東書文

庫などに保存されている資料を閲覧した．また，百葉

箱の国語的問題については，中国語に関しては愛知大

学国際コミュニケーション学部荒川清秀教授，日本語

に関しては甲南女子大学文学部菊池真一教授，お茶の

水女子大学文教育学部田宮兵衛教授に聞き取り調査を

行った．

教育現場における百葉箱の導入時期については，導

入当時，勤務していた教員や卒業生，現職教員への聞

き取り調査並びに，各学校に残されている資料を閲覧

した．また，東京23区内の区立小学校の百葉箱の現状

について，各区教育委員会並びに各小学校へのヒアリ

ングを行い，東京都のヒートアイランド観測を行って

いる東京23区内の小学校106校における百葉箱の設置

状況や使用状況について，現地調査並びに各小学校教

員へアンケート調査を実施し，観察整理した．

３．百葉箱の歴史

3.1 百葉箱の開発

百葉箱は，19世紀中頃からイギリスで使用されはじ

めた．初期の百葉箱は，箱型ではなく，屋根付き掲示

板のような形態であった．現在，日本でよく見かける

箱型の百葉箱（スティーブンソン型百葉箱）がイギリ

スで使われ始めたのは1873年以降である（Parker,

1994)．

その後，世界各国でその気候風土に根ざした改良が

行われてきたが，WMOによる統一した型式もないた

め，世界各国で独自の百葉箱を使用している（佐貫，

1953；Parker,1994)．

3.2 日本への百葉箱の導入

日本への百葉箱の導入に関する確実な記録は，工部

省測量司が注文した気象器械がイギリスより到着した

1874年７月（荒川，1941）と推定される．

1875年６月１日に東京気象台（旧赤坂区葵町，中央

気象台の前身）が創立され，７月１日より気象観測が

開始された．1876年に東京気象台に勤務していた馬場

信倫の記録では，当時，東京気象台の露場にすでに英

国式百葉箱が据付けられていたと記載されている（荒

川，1941）とある．また，中央気象台職員であった佐

藤順一の伝承から描かれた，岡順次画「気象台赤坂葵

町時代」（気象庁，1975）に，百葉箱が３基確認できる．

日本では，19世紀中頃から長崎をはじめとした各地

で寒暖計による観測が行われはじめたが，百葉箱と推

定される装置を使用して観測を行った記録は残ってい

ない．寒暖計の設置場所について，屋外の直接日射の

当たらないところ」， 風通しのよい屋内」といった明

確な記述が残されている場合もあるが，記述が確認で

きない場合も多い．東京気象台の設立にかかわった

Joyner, Knippingによる1872～1874年の観測記録に

も， 自宅の屋外で日射を遮って観測を行った」と記載

されている（塚原ほか，2005；財城ほか，2005)．また，

海軍省水路寮観象台では，東京気象台よりも早い1873

年10月から芝・飯倉の石井靄吉邸において，風雨鍼（晴

雨計）と寒暑鍼（寒暖計）による気象観測を開始して

いるが，観測場所は観象台の建物内であった（海上保

安庁水路部編，1971；観象台，1886)．

以上の結果から，現在までに発見されている文献で

は，1874年に導入し，1875年からの観測に使用した百

葉箱の記録が最古であるが，1875年以前に百葉箱が使

用された可能性は否定できないため，日本への百葉箱

の導入時期を確定することは今後の課題である．

3.3 百葉箱の命名

日本語で書かれた気象学に関する文献で百葉箱と推

定される装置の記載が確認できる最初のものは，1880

年に刊行されたSmithsonian Institution（1880）であ

る．この資料の原書は，イギリスでスティーブンソン

型百葉箱が使用される以前の1872年に，アメリカで刊

行されたものであり，当時，気象観測を担当していた

内務省地理局測量課の職員であった保田久成によって

翻訳された．百葉箱と推定される装置に関する記述並

びに，図面も記載されており（第１図a)，形はスティー

ブンソン型ではないが，箱型であった．気象庁（1975）

には，百葉箱に当たるものは板簾（いたすだれ）となっ

ている．」と記述されているが，原文では， 百葉箱」

という語に相当する装置全体の固有の名称はなく，板

簾」は装置側面に付けられる鎧戸状の板を指していた．
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以下に原文（縦書きを横書きに改めた）を載せておく．

『諸器械排置及ヒ用法

寒暖計（セルモメートル)

排置法……（中略）……火氣ナキ樓下ノ空室ニ於テ

北向ノ窓 ヲ ヒ板簾アレハ之ヲ取除ケ窓ノ側柱ニ沿

フテ二枚ノ板（イロ及イ’ロ’)ヲ玻璃戸ヨリ二十寸乃

至二十四寸ノ距離ニ迄張リ出シ其半距離即チ玻璃戸ヨ

リ十寸或ハ十二寸ノ處ニ於テ幅各一寸ノ横木二條（ハ

ニ及ハ’ニ’）ヲ（イロ）板ヨリ（イ’ロ’）板ニ架シ其

高サヲシテ室内 測者ノ眼ト一様ナラシメ以テ測器ヲ

懸ルニ供ス而シテ両板ノ外端ニ於テ前キニ取除ケタル

板簾カ或ハ之カ為ニ新ニ造レル者ヲ用ヰテ（チチ）ノ

如ク之ヲ附着スベシ○……』

日本語としてはじめて「百葉箱」と記載されている

ものは，1886年に制定公布された『気象観測法』（中村・

和田，1886）である． 寒暖計はステヘンソン形の百葉

箱に入れること」としており，記載されている図から，

その形態も現在使用されている百葉箱とほぼ同じであ

る（第１図b)．以下に原文（縦書きを横書きに改めた）

を載せておく．

『寒暖計

寒暖計ハステヘンソン形ノ百葉箱ニ入レ而シテ四方

開豁ニシテ大氣ノ流通宜シキ場所ヲ撰ヒ結縷芝ヲ植ヘ

タル平地ヨリ高サ四尺ノ處ニ置クヘシ但積雪四尺以上

ニ及フヘキノ處アル場所ニ於テハ此限ニアラス……』

百葉箱」という訳語であるが，1880～1886年当時，

東京気象台から発行された書籍（『東京気象台観測要

略』など）や天気図は，お雇外国人であるKnippingが

英文で書いたものを，東京気象台職員が翻訳していた

（荒川，1941）ことから，考案者を特定することはでき

ないが，保田久成をはじめとした東京気象台職員が考

案したものと考えられる．

考案にあたっては，日本語には，百葉箱」以外に「百

葉」という言葉は使用されていない（甲南女子大学文

学部菊池真一教授による）ことから，中国語の「百葉」

（周の時代に牛の胃の内壁を表しており，その後，物が

たくさん重なっている様を表すようになった）や「百

葉窓」（西洋ガラリ，板簾の意）が関係していたものと

推察される．ただし， 箱」という言葉は，当時の中国

語では日本語の「箱」の意味である「物を入れておく

器」を表す言葉ではなく， 囲い，囲うもの，車両」の

意味を表していた（愛知大学国際コミュニケーション

学部荒川清秀教授による）ことから，中国語の「百葉」

と日本語の「箱」が組み合わされ， 百葉箱」という熟

語が考案されたものと推察される．

3.4 百葉箱」は「ひゃくようそう」か「ひゃくよ

うばこ」か

百葉箱」の読み方であるが， 百葉箱」という訳語

が作られた当時の読み方を示す文献はない．岡田

（1931）にはじめて「Hyakuyoso」と明記されている．

また，三浦（1940）にも「ひゃくようそう」の記述が

確認できる．一方，1933年７月26日付山形新聞に国内

最高気温を記録したことに関する記事で，ひゃくよう

ばこ」と振り仮名が振られている．

現在でも「ひゃくようそう」と「ひゃくようばこ」

の呼び方は混在している．塩田（1996）によれば，ひゃ

くようそう」が正しい呼び方であるとされているが，

国語辞典や気象関係の事典においても，統一した呼び

方が定まっていない．

そこで，現在，最も身近に存在する百葉箱が設置さ

れている小学校での呼び方について，百葉箱の日本へ

の導入時期である明治時代以降の小学校の理科教科書

における百葉箱の取扱いを第１表にまとめた．1868年

から1946年に関しては，板倉（1968）が「明治初期か

ら敗戦直後までの小学校の科学および理科の代表的な

教科書を収録している」と述べている日本教科書体系

近代編（海後，1965，1966，1967）に収録されている

教科書31冊，および中村（2002）が海後（1965，1966，

1967）に収録されていないが，1886年から1903年まで

(a） (b）

第１図 初期の百葉箱．(a）1880年刊行「気象観
測法」より．(b）1886年制定公布「気象
観測法」より．
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